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   Clinical study of UFT which was a mixtureof FT and uracil, was conducted on 16 
patients with urogenital malignancies. Seven patients had renal cell carcinoma, 5 patients 
had bladder cancer and 4 patients had prostatic ancer. UFT was continuously administrated 
at doses of 300 mg or 600 mg per day. One of the patients with renal cell carcinoma and 
1 of the patients with bladder cancer showed a complete r sponse, and 1 patient with each 
cancer showed a partial response, but none of the 4 patients with prostatic ancer esponded. 
In total, complete or partial responses were obtained in 4 of the 16 patients, given an 
effective rate of 25.0%. Concerning side effects, 3of the 16 patients complained of anorexia, 
nausea nd vomiting, and stomatitis, but no hepatic or renal disorders, or marrow depres-
sion was observed. 




maskedcompoundとして,生 体 内 で 徐徐 に5-FU
に変 換 され る ため,5-FUを 投 与 した 場 合 に み られ る
よ うな 重篤 な 副作 用 が な く,長 期 連 用 が 可 能 な 薬 と し
て,本 邦 に お い て広 く用 い られ て い る抗 癌 剤 で あ る.
Uracilは5-FUの体 内 で の分 解 を阻 害 し,腫 瘍 内 濃
度 を 上 昇 させ る こ とに よ り,FTの 抗 腫 瘍 効 果 を 著 明
に 増 強 させ る作 用 が あ る こ とが あ き らか とな った1-3).
今 回わ れ わ れ は,FTとuracilを モ ル比 で1:4
の割 合 で含 む 合 剤UFTを,泌 尿 器科 領 域 の 悪性 腫
















































































































































































1)抗 腫 瘍 効 果
投 与 症 例 の 一 覧表 と 抗 腫 瘍 効 果 を ま とめ てTable
lに 示 した.16例 中completeresponse(CR)が
2例,お よびpartialresponse(PR)が2例であ
った.し たが って 全 症 例 に 対 す る奏 効率 は25%で あ っ
た.の こ りの12例はnochange(NC)で,progres-
sivedisease(PD)はみ られ な か った.
これ を原 発 臓 器 別 に み る と,腎 細 胞 癌 で は7例 中1
例 がGR,1例 がPRで,奏 効 率28.6%,膀胱 癌 で
は5例 中1例 がCR,1例 がPRで,奏 効 率40%で
あ った.こ れ に対 し,前 立 腺 癌4例 は い ずれ も病 巣 の
縮 小 も増 大 もみ られ ず,NCで あ った(Table2).
また,前 立腺 癌 の 腫 瘍 マ ー カー で あ る前 立 腺 性 酸 性 フ
ォス フ ァ タ ーゼ値 を み て も,投 与 前 が そ れ ぞ れ66.2,
6・1,107,19ng/mlであ った の に 対 し,8週 投 与 後
も63.0,7.0,107,18ng/mlと低 下 せ ず,抗 腫 瘍 効
果 は み られ な か った.
つ ぎにUFTに よ りCRが み とめ られ た2症 例 に
つ い て の べ る,
症 例6:41-3569,M.Y.58歳,女性


















血 尿 を 主 訴 と し て 来 院,精 査 の結 果 右 腎 細 胞癌
stage1と診 断 し,1980年3月19日根 治 的 右 腎摘 除 術
を お こな った.病 理 組 織 学 的 に はclearcelltypeの
腎 細 胞 癌 で,grade2で あ った.術 後2年8ヵ 月 目の
1982年lI月9日の 全 身 骨 シ ンチ グ ラム で,下 部 腰 推 に
RIの 集 積像 が み とめ られ(Fig.1),腎 細 胞 癌 の腰
推 転移 と診 断 した.11月27日 よ りUFT300mg/日
を12週間,総 量25.29服 用 した後 の1983年3月4日
の全 身 骨 シ ン チ グ ラ ム では,こ の 下 部 腰 推 の 集積 像 は
消 失 し て いた(Fig2).以 後 経 過 観 察 中 で あ る が,さ
らに3ヵ 月経 過 した6月27日 の 全 身 骨 シ ンチ グ ラム も
正 常 で,他 臓 器 へ の 転 移 もみ られ て い な い,
症 例847-9244,T.T.74歳,女 性
膀 胱 癌 に 対 して,経 尿 道 的 切 除 後4ヵ 月 目 の1982年3
月17日の膀 胱 鏡 検 査 に て,左 尿 管 口外 上 方 に 小 豆 大 の
腫 瘍 を み とめ た 例 で あ る.病 理 組 織 豫 は移 行 上皮 癌,
grade2で あ った.本 例 に 対 し てUFT300mg/日
を投 与 した と ころ,4週 後す な わ ちUFT8.4g投
与 後 の膀 胱 鏡 検 査 に て,腫 瘍 の消 失 をみ とめ た.UFT
を さ らに12週間 投 与 したが,な ん ら副 作 用 は な く,合
計16週間,33.6g投 与 して 治 療 を 終 了 した.治 療 終
了 時,す な わ ち 腫 瘍 消 失 後3ヵ 月,6ヵ 月,お よび1
年 の 検 査に て,再 発 の微 候 は み とめ て い な い,
2)副 作 用
自覚 的 副作 用 は,600mg1日 を投 与 した6例 中3
例(50%)に み とめ た.す なわ ち1例 は 投 与2週 間 で
食 欲 不 振 を,1例 ぽ4週 間 で嘔 気,嘔 吐 を 訴 え,1例
は7週 目に 口内炎 を 生 じたが,い ず れ も投 与量 を400
mg/日 また は300mg/日 に 減 量 した と ころ症 状 は消
退 し,さ らに22週,4週,16週 の投 与 が可 能 で あ っ
た.の こ りの3例 は いず れ も600mg/日,8～10週の
投 与 で,ま た300mg/日 を投 与 した10例は8週 な い
し38週の投 与 で,投 薬 を 中 止,減 量 す る よ うな消 化 器
症状 は み られ なか った.ま た 薬 疹や 色素 沈 着 を 生 じた
もの は1例 もなか っ た.
血 液 検 査 で は,末 梢 血液 豫に つ い てみ る と,白 血 球
減 少 や 血 小 板 減 少 を きた した も のは なか った.肝 機 能
検 査 は 血 清 蛋 白像,総 ビ リル ビ ン値,ア ル カ リフオ ス
ファ タ ーゼ,GOT,GPT,LDH,γ 一GTPに っ い て
検 討 した が,UFT投 与 に よ り,こ れ らの 検 査値 に 異
常 を生 じた もの は な く,腎 機 能 の指 標 と して検 査 した





























































UFTを 腎 細 胞癌7例,膀 胱 癌5例,前 立腺 癌4例
に 投 与 し,そ の 臨床 成 績 に つ い て 検 討 した.
1.抗腫 瘍 効果 に つ い て み る と,CR.2例,PR2
例,NC12例 で,PDは み とめ られ ず,有 効 率 は16
例 中4例,25.0%で あ った.
2.原 発 臓 器 別 に み る と,腎 細 胞 癌 で は7例 中CR
I例,PRi例,膀 胱 癌 で は5例 中CR1例,PR
1例 で あ った が,前 立 腺 癌4例 はす べ てNGで あ っ
た 。
3.副 作 用 と し ては,600mg/日 投 与6例 中3例 に,
それ ぞれ 食 欲 不 振,嘔 気 と嘔 吐,お よび 口内 炎 が み ら
れ た が,300・ng/日投 与例 に 消 化 器 症 状 は み られ な か
った.
4.骨 髄 機 能 の抑 制 や,肝,腎 機 能 障 害 は み とめ ら
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フ トラ フ ー ル ズ ポ ズボS
3つ の 吸 収 経 路
● フ トラ7一 ゆ はmaskedcompoundのため、副 作用 が軽微 で、
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